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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文はペロブスカイト太陽電池の高効率化への指針を、これまでの報告とは異なっ
た観点から議論している。結晶格子ひずみをペロブスカイト太陽電池として初めて実験
的に測定し、ひずみが小さいほど高効率であること、およびこれまでの論文がマジョリ
テイキャリアに注目されてきたが、マイノリテイキャリアの挙動のほうが重要であるこ
とを新しく提案している。これらの結果は、学術的にも工学的にも重要な知見である。
また、公聴会においても、多数の出席者があり、p/n 接合の位置と太陽電池の関係、格
子ひずみのも止め方など、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問
者の理解が得られた。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士(工学)の学位に十分値するものであると判断した。 
